
【生産性の向上】
・従業員１人あたりの付加価値額を２０２２年3月期から２０２６年３月期までに７％向
上させる。

【財務の健全性】
・有利子負債/キャッシュフロー １．４倍
・経常収支比率 １０１．６％

【新商品の開発】
・新たなサービスによる新たな売上高を2026年3月期には阪和ダイサン株式会社の
全売上高の5.0％とすることを目標とする。

【計画の実施期間】
・２０２２年１０月～２０２５年９月

１０月１日に阪和興業株式会社の東京本社／条鋼建材第二部の一部、北関東支
店、及び株式会社ダイサンの東京支店、北関東営業所を阪和ダイサン株式会社に
会社分割を行う。
これにより、阪和ダイサン株式会社は阪和興業株式会社から引き継ぐ多角的で広
範囲な事業展開力と株式会社ダイサンから引き継ぐ在庫小口販売の機動力を強み
として、群馬県太田市に新たに大規模倉庫を新設し物流サプライチェーンの再構築
を進め、東日本における「そこか（即納・小口・加工）」事業を推進していくことで、生産
性の向上を目指す。

阪和ダイサン株式会社の「事業再編計画」のポイント
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